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この段階でエアロワイパーブ
レードのカバーを起こしてくだ
さい。

※ 道路運送⾞両法で定められている分解整備に該当する作業につきましては、地⽅運輸局で定められた認証⼯場で実施し、分解
整備検査を受ける必要があります。

ブレードがアームに確実に固定
されているか確認を⾏い、カ
バーを下げてください。

※ 本ガイドは、装着・交換作業の手順を大まかに案内するものです。
※ 実際の作業時は、取扱説明書やサービスマニュアルに従って作業を⾏ってください。
※ 本ガイドをもとに作業で⽣じた破損や傷害等の事故について、当社は⼀切の責は負いません。

※ ワイパーゴムを交換する際、ワイパーブレードの点検を⾏ってください。

※ 本製品は、⾃動⾞専⽤の⾬⽤ワイパーブレードとして開発、販売をしております。それ以外でのご使⽤はおやめください。

※ フロントガラスにワックスなどの油分が付着すると、拭きムラやビビり音が⽣じる原因となりますので、市販されている油分
除去剤をご使⽤ください。

※ ワイパーが⾞両のボディーやワイパーアーム等に⼲渉する場合は直ちに使⽤を中⽌し、純正ワイパーブレードに戻してください。

ワイパーブレードを交換する際、養⽣無しで作業を⾏いワイパーアームが倒れた場合、ガラスの破損や、それに起因する重大事
故へ繋がる可能性があります。
※ 作業時、ワイパーアームがボンネット等に⼲渉する場合は、ワイパーアーム等が⼲渉しないようにしてから作業を⾏ってください。

※ ワイパーブレードを交換する際、必ずタオル等でフロントガラスを養⽣してから作業を⾏ってください。

※ 取付完了後、ワイパーが正常に作動するか確認してください。
※ ⽇常点検時のウィンドウウォッシャー液量や噴射の確認と合わせてワイパーが正常に機能するか点検を⾏ってください。
※ ワイパー使⽤時、フロントガラスにスジ状の線、ビビり音、にじみ、拭きムラが⽣じた場合はワイパーゴムの交換時期です。

エアロワイパーブレード取付け作業例

作業例︓エブリイ[DA64]

同じ手順でもう⼀⽅のブレード
も交換します。

アームを静かに起こします。
ワイパーアームを静かに起こし
ます。

ワイパーブレードを傾け、根本の
ツメを押込み(①)、スライド(②)
させてブレードを取外します。
※ ツメがないタイプではそのま
まスライドさせて取外します。

必ずタオルなどの布で養⽣して
から、アームを静かに戻しま
す。

U字クリップ部にカバーがある
ブレードの場合は、この段階で
カバーを起こします。
※ カバーが無いワイパーの場
合は3へ進んでください。

アームのU字クリップ部にブ
レードを取付け、ブレードを矢
印の⽅向へ[カチッ]と音がする
までスライドさせて固定します

本ガイドご利⽤上の注意

ワイパー交換時の注意事項
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